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福
島

県
大

沼
郡

三
島

町

三
島

町
は

、
福

島
県

の
西

部
を

流
れ

る
只

見
川

沿
い

の
小

さ
な

町
で

す
。優

良
な「

会
津

桐
」

の
産

地
と

し
て

知
ら

れ
る

ほ
か

、
小

正
月

の
行

事
「

サ
イ

ノ
カ

ミ
」

や
、

野
山

の
材

料
で

作
る

「
編

み
組

細
工

」
な

ど
の

伝
統

が
受

け
継

が
れ

、「
日

本
で

最
も

美
し

い
村

」
連

合
に

加
盟

し
て

い
ま

す
。

希
望
を
胸
に
　
旅
立
ち
の
日

希
望
を
胸
に
　
旅
立
ち
の
日

三
島
中
学
校
卒
業
式

三
島
中
学
校
卒
業
式



三島町生活工芸品展
第
42
回

▲  大賞を受賞した角田ツヤ子さん（浅岐）

全国編み組工芸品展
第
22
回

賞 作品名 材質 作者名 地区

大　　賞 手提げバッグ ヒロロ  他 角　田　ツヤ子 浅　岐

伝統技術者証
バッグ 山ブドウ 二　瓶　　　譲 大　谷
手提げ　丸 山ブドウ 小　堀　千加子 西　方
手提げバッグ ヒロロ 他 舟　木　トメ子 間　方

優 秀 賞
手提げ 山ブドウ 福　田　耕　士 大　谷
タモの椅子 タモ 武　地　修　一 大石田
六ツ目ザル マタタビ 長谷川　一　雄 桑　原

奨 励 賞
手提げバッグ ヒロロ 他 渡　部　ユキ子 荒屋敷
四ツ目ザル マタタビ 栗　田　政　行 川　井
ショルダーバッグ ヒロロ 角　田　タケノ 浅　岐

三島町議会議長賞 四ツ目ザル マタタビ 渡　部　繁　信 大石田
日本赤十字社福島県支部長賞 山ブドウ手提げ 山ブドウ 五十嵐　紀美子 早　戸
福島県老人クラブ連合会長賞 ショルダーバッグ ヒロロ 他 五十嵐　朝　子 大石田
三島町文化協会長賞 手提げ 山ブドウ 三　井　康　二 荒屋敷
三島町商工会長賞 米研ぎザル マタタビ 小　松　　　豊 西　方
三島町観光協会長賞 財布 山ブドウ 五十嵐　喜　良 名　入
三島町社会福祉協議会長 手提げ クルミ 五十嵐　富　一 大　谷
三島町老人クラブ連合会長賞 木ザル ウリハダカエデ 久保田　昭　一 間　方
福島民報社賞 バケット アケビ 栗　城　ゆみ子 宮　下
福島民友新聞社賞 手提げバッグ ヒロロ 他 秦　　　愛　子 大石田
道の駅尾瀬街道みしま宿賞 ペンダント 山ブドウ 二　瓶　トヨ子 西　方

三島町生活工芸運動友の会会長賞 手提げ 山ブドウ 長谷川　洋　子 川　井
手提げ 山ブドウ 寺　川　祐　子 桑　原

宮崎清賞

ヒロロ手提げカゴ ヒロロ 他 諏　訪　幸　代 浅　岐
手提げバッグ 山ブドウ 小　池　ケイ子 西　方
手提げバッグ 山ブドウ 小　林　由　佳 宮　下
手提げバッグ ヒロロ 他 角　田　タケノ 浅　岐
米研ぎ笊 マタタビ 渡　部　佐治郎 西　方
スマホ入れショルダー ヒロロ 他 渡　部　マ　サ 西　方
手提げバッグ ヒロロ 他 渡　部　ユキ子 荒屋敷
手提げバッグ ヒロロ他 角　田　直　枝 浅　岐
手提げバッグ ヒロロ 他 小　松　トシ子 西　方
そば笊 マタタビ 星　　　ルミ子 宮　下
手提げ 山ブドウ 二　瓶　辰　雄 西　方
籠バッグ 山ブドウ 三　澤　龍　太 西　方
手提げ小 クルミ 長谷川　美恵子 川　井
名刺入れ 山ブドウ 五十嵐　スミ子 桧　原
布マット 古布 小　松　ユミ子 西　方
ソバ笊 マタタビ 矢　澤　　　昇 高清水

　

第
42
回
三
島
町
生
活
工

芸
品
展
で
は
、
47
名
の
町
民

の
皆
さ
ま
よ
り
３
２
９
点

の
編
み
組
細
工
や
木
工
品

な
ど
の
出
品
が
あ
り
、
３

月
１
日
に
行
わ
れ
た
審
査

会
で
、
38
点
の
受
賞
作
品

が
下
表
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

　

３
月
17
日
に
は
、
表
彰

式
と
町
民
限
定
の
内
覧
会

が
生
活
工
芸
館
で
行
わ
れ
、

多
く
の
町
民
の
方
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
日
と
19
日
に

は
、
一
般
公
開
さ
れ
、
４

年
振
り
に
展
示
販
売
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

奥会津三島編組品振興協議会主催

　

第
22
回
全
国
編
み
組
工

芸
品
展
が
、
４
年
振
り
に

三
島
町
生
活
工
芸
品
展
と

同
日
に
開
催
さ
れ
、
全
国

の
１
１
５
名
の
皆
さ
ま
か

ら
１
０
７
６
点
の
出
品
が

あ
り
、
18
点
の
受
賞
作
品

が
下
表
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

　

同
日
に
は
、
表
彰
式
が

執
り
行
わ
れ
、
三
島
町
か

ら
は
、
板
橋
泰
二
郎
さ
ん

（
滝
原
）
が
福
島
中
央
テ
レ

ビ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

展
示
販
売
で
は
、
全
国

か
ら
約
２
千
名
の
お
客
様

が
来
場
し
ま
し
た
。

賞 作品名 材質 作者名 地区
経済産業大臣賞 米研ぎザル　大 マタタビ 栗　城　美梅子 福島県
林野庁長官賞 バッグ ヒロロ 斎　藤　才　子 福島県
東北経済産業局長賞 花結び編かご　大 山ブドウ 斎　藤　クニイ 福島県
福島県知事賞 丸かご あけび蔓 中川原　信　一 秋田県
一般財団法人伝統的工芸品
産業振興協会賞 万能ざる マタタビ 黒　田　勇　志 福島県

三島町長賞 籾通し角笊 マタタビ 他 菅　家　哲　夫 福島県
三島町議会議長賞 手さげ ヒロロ 他 大　島　やを子 福島県
福島民報社賞 山葡萄籠 山ブドウ 横　山　繁　則 岩手県
福島民友新聞社賞 背負いかご 黒竹・真竹 渡　邉　孝　作 栃木県
福島テレビ賞 山ぶどう籠バッグ 山ブドウ 三　善　陽　子 新潟県

福島中央テレビ賞 山ブドウショルダー 山ブドウ 板　橋　泰二郎 三島町
（滝原）

福島放送賞 籾通し 根曲竹 佐　藤　茂　治 福島県
テレビュー福島賞 座敷箒（小） ホウキモロコシ 左　京　三　義 青森県
奥会津三島編組品振興協議会長賞 手提げバッグ ヒロロ 他 大　山　達　朗 福島県

奨励賞

竹バッグ富士野 雄国根曲がり竹 三　星　智　義 福島県
手提げ籠　小 クルミ 坪　田　　　浩 新潟県
乱れ編みフロアスタンド アケビ 田　中　　　潔 岩手県
鉄線ざる　大 真竹 小宮山　英　子 長野県

▲  福島中央テレビ賞を受賞した板橋泰二郎さん（滝原）

　

生
活
工
芸
館
内
で
は
、
町

内
の
伝
統
工
芸
士
に
よ
る
実

演
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

訪
れ
た
お
客
さ
ま
と
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
巧

み
な
手
技
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
第
５
回
全
国
編
み

組
工
芸
品
展
に
て
「
経
済
産

業
大
臣
」
を
受
賞
し
た
秋
田

県
在
住
の
中
川
原
信
一
さ
ん

に
よ
る
ア
ケ
ビ
蔓
細
工
の
実

演
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
が

熱
心
に
見
入
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

三島町主催

会
場
の
様
子

アケビ細工職人　アケビ細工職人　

中川原信一さん（秋田県）中川原信一さん（秋田県）

奥から、青木基重さん（西方）山ブドウ細工、五十嵐光栄さん（滝奥から、青木基重さん（西方）山ブドウ細工、五十嵐光栄さん（滝
谷）マタタビ細工、舟木トメ子さん（間方）ヒロロ細工谷）マタタビ細工、舟木トメ子さん（間方）ヒロロ細工
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暮
ら
し

　　　令和５年度　三島町の重点事業

経
済

環
境

文
化

　第五次三島町振興計画に掲げた目標について、進捗状況や達成度を確認しながら、前期計画（令和３～７年度）の
テーマに掲げる「環境と調和し、人と人とのつながりで安心して暮らせるまち」を念頭に、基本政策である「暮らし」

「経済」「文化」「環境」に沿った事業の見直しと展開を図っていきます。ここでは、その核となる事業を紹介します。

移住・定住希望者の相談体制の整備

移住体験ツアーの実施
　

移
住
並
び
に
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
的
と
し
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
や
生
活
工
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
、
田

舎
暮
ら
し
や
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
を
令
和
４
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
４
回
実
施
し
、
各

回
合
わ
せ
て
18
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
形
で
現
在
も
三
島
町
と
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
三
島
町
に
来
る
機
会
を
提
供
し
、
地
域

で
の
リ
ア
ル
な
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

で
移
住
後
の
相
互
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
を
防
ぐ
た

め
に
も
必
要
な
事
業
で
す
。
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

際
は
、
各
地
区
に
お
邪
魔
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
お
気
軽
に
お
声
掛
け
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
地
域
政
策
課
☎
（
48
）
５
５
３
３

三島町産農産物販売拡大と新商品開発

食鳥処理施設の拡大整備

　

生
産
か
ら
加
工
ま
で
一
貫
し
て
町
内

で
行
っ
て
い
る
、
三
島
町
産
会
津
地
鶏

の
食
鳥
処
理
施
設
は
平
成
16
年
度
に
整

備
さ
れ
18
年
が
経
過
し
て
お
り
、
木
造

建
て
で
食
鳥
処
理
に
大
量
の
水
を
使
用

し
て
き
た
こ
と
か
ら
老
朽
化
が
著
し

く
、
処
理
作
業
に
も
支
障
を
き
た
し
て

い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
施
設

で
は
食
肉
ま
で
の
工
程
し
か
で
き
ず
、

加
工
品
は
外
注
し
て
い
る
た
め
コ
ス
ト

増
が
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
更

新
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、

処
理
加
工
の
受
入
に
よ
り
処
理
羽
数
を

増
や
し
、
新
た
な
商
品
開
発
と
販
路
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

問
産
業
建
設
課
☎
（
48
）
５
５
６
６

事業名 予算
食鳥処理施設建設工事（A=494㎡） 

（歳時記の郷奥会津活性化事業補助金）
300,000 千円

（100,000 千円）
食鳥処理施設外構工事等 15,100 千円
食鳥処理施設工事監理委託 4,000 千円

ふ
く
し
ま
三
大
鶏

肉
フ
ェ
ス

　

三
島
町
・
伊
達
市
・

川
俣
町
で
協
議
会
を

設
立
し
、
会
津
地
鶏
、

伊
達
鶏
、
川
俣
し
ゃ

も
の
ふ
く
し
ま
三
大

鶏
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
美
坂
高
原
を
会

場
に
肉
フ
ェ
ス
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

問
産
業
建
設
課

主
な
取
り
組
み

住
宅
向
け
太
陽
光
パ

ネ
ル
設
置
補
助
金

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社

会
を
持
続
可
能
で
自

立
し
た
暮
ら
し
を
実

現
で
き
る
町
を
目
指

す
た
め
、
次
の
内
容
で

補
助
金
を
創
設
し
ま

し
た
。

【  補  助  額  】
太陽光パネル設置費用

1kw 当たり 60 千円
（上限４kw で最大 240 千円）

問地域政策課

介
護
予
防
の
充
実

健
康
麻
雀
教
室

　

高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
や
仲
間
づ
く
り
、

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

介
護
予
防
な
ど
を
促

し
、
町
内
に
お
い
て

交
流
の
機
会
を
提
供

す
る
た
め
、
新
た
に

健
康
麻
雀
教
室
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

問
町
民
課
保
健
福
祉
係

主
な
取
り
組
み

小
・
中
学
生
の

英
語
力
向
上
事
業

　

中
学
生
に
加
え
て

小
学
生
も
英
語
検
定

料
を
補
助
し
、
ま
た

英
語
研
修
施
設
で
あ

る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ヒ
ル
ズ
で
、
活
き
た

英
語
を
集
中
的
に
学

ぶ
こ
と
に
よ
り
、
英

語
力
の
一
層
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

生活工芸アカデミー事業
　

工
人
（
作
り
手
）
の
高
齢
化
と
担
い
手
が
不
足

し
て
お
り
、
技
術
の
継
承
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
近
年
で
は
、
三
島
町
に
移
住
し
、
編
み

組
細
工
に
取
り
組
ん
で
い
る
若
い
方
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
生
活
工
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
年
ほ
ど
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
新
た
な
体
制
で
再
開
し
ま

す
。
今
ま
で
の
実
績
と
反
省
を
踏
ま
え
、
課
題
と

な
っ
て
い
る
卒
業
後
の
自
立
と
定
住
を
見
据
え
た

受
け
入
れ
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
手
作
り
・
も
の
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
び

の
場
を
継
続
実
施
し
、
伝
統
技
術
や
雪
国
の
暮
ら

し
、
文
化
風
土
、
中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
を
伝
え

る
場
を
つ
く
り
、
定
住
人
口
と
交
流
人
口
等
の
増

加
に
結
び
付
け
ま
す
。

問
三
島
町
生
活
工
芸
館
☎
（
48
）
５
５
０
２

森
の
校
舎
カ
タ
ク
リ

町
直
営
化

　

町
直
営
で
宿
泊
（
食

事
提
供
な
し
）
の
受

入
と
食
堂
の
貸
出
、

さ
ら
に
芸
術
文
化
活

動
を
さ
れ
て
い
る

方
々
に
創
作
活
動
や

展
示
、
体
験
教
室
、

事
務
所
等
と
し
て
教

室
を
貸
出
す
る
こ
と

で
芸
術
文
化
の
発
信

及
び
生
涯
学
習
活
動

の
拠
点
と
し
て
活
用

し
、
設
置
の
目
的
で

あ
る
生
涯
学
習
の
振

興
と
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

主
な
取
り
組
み

生活工芸村構想の推進

ＳＳ（ガソリンスタンド）新設工事

　

三
島
町
Ｓ
Ｓ
過
疎
地
対
策
検
討
委
員
会
で
は
、
新
た
な

Ｓ
Ｓ
を
整
備
す
る
場
所
と
し
て
、
国
道
２
５
２
号
沿
い
で

ま
と
ま
っ
た
土
地
が
確
保
で
き
る
箇
所
を
３
ヵ
所
選
定

し
、
①
災
害
対
応 

②
利
便
性 

③
整
備
コ
ス
ト
等
を
比
較

検
討
し
た
結
果
、『
道
の
駅
周
辺
』
を
第
一
候
補
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
町
で
は
こ
の
提
案
を

受
け
、
道
の
駅
周
辺
に
町
用
地
が
あ
る
こ
と
や
道
の
駅
利

用
者
と
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
道
の
駅

周
辺
を
新
た
な
Ｓ
Ｓ
整
備
地
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。
令

和
６
年
度
の
開
業
に
向
け
、
令
和
５
年
度
に
施
設
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

問
地
域
政
策
課
☎
（
48
）
５
５
３
３

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

放
送
設
備
更
新

　

難
視
聴
対
策
も
含

め
テ
レ
ビ
地
上
波
を

送
信
し
て
い
る
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、

町
民
生
活
に
直
結
し

て
お
り
、
安
定
し
た

テ
レ
ビ
地
上
波
の
送

信
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
設
備

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

問
総
務
課

主
な
取
り
組
み

燃料（エネルギー）供給体制の確立

防
災
訓
練
の
実
施

　

各
地
区
の
災
害
に

対
す
る
自
助
、
共
助
、

自
己
防
災
意
識
の
高

揚
及
び
防
災
能
力
習

得
の
た
め
の
訓
練
を

実
施
し
、
自
主
防
災

組
織
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
及
び

関
係
機
関
の
災
害
時

の
行
動
等
を
確
認
し

ま
す
。

問
総
務
課

［新たな SS の整備イメージ］

名入地区のサイノカミづくりに参加した様子

現在、稼働中の食鳥処理施設
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会 計 種 別 予 算 額 前年度からの増減

一 般 会 計 29 億 8,600 万円 3 億 8,630 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1 億 8,948 万円 △ 115 万円

簡 易 水 道 2 億 1,851 万円 7,392 万円

路 線 バ ス 3,500 万円 300 万円

農 業 集 落 排 水 3,657 万円 157 万円

介 護 保 険 4 億 4,908 万円 △ 277 万円

戸別合併処理浄化槽 4,515 万円 88 万円

後 期 高 齢 者 医 療 3,656 万円 113 万円

合　計 39 億 9,635 万円 4 億 6,288 万円

令和５年度　会計別予算額

過
去
最
高
額
の
当
初
予
算

　令和３年度地方財政状況調査（決算統計）では、地方交
付税が歳入の 50.4％を占め、財政力指数は 0.15 から 0.14
に下がり国の財政措置への依存度が増しています。普通交
付税が 13.2％の大幅な増加であったにもかかわらず、経常
収支比率は 2.7 ポイント増の 89.8％に上昇し、財政の硬直
化が一層進んでいるといえます。
　また各種建設事業に伴う起債の増加により、実質公債
費比率が増加傾向にあり、令和３年度は 1.4 ポイント増の
6.2％（単年度 8.0％）となりました。今後も上昇が続く見
込みのため、起債の抑制が必要となっています。

町税町税
1 億 6,095 万円1 億 6,095 万円

（5.4%）（5.4%）

使用料及び手数料
3,466 万円（1.2%）

分担金及び負担金　  65 万円
財産収入　　　　　800 万円
寄附金　　　　　　610 万円
　　　　　　　　　   （0.5%）

繰入金繰入金
5 億 4,862 万円（18.4%）5 億 4,862 万円（18.4%）

繰越金　8,000 万円（2.7%）

諸収入　9,052 万円（3.0%）

地方譲与税　1,946 万円
　　　　　　　　（0.7%）

地方消費税交付金
3,700 万円（1.2%）

地方交付税地方交付税
13 億 3,000 万円（44.5%）13 億 3,000 万円（44.5%）

国庫支出金国庫支出金
6,664 万円6,664 万円

（2.2%）（2.2%）

県支出金県支出金
2 億 2,310 万円2 億 2,310 万円

（7.5%）（7.5%）

町債　3 億 7,620 万円（12.6%）町債　3 億 7,620 万円（12.6%）

（68.8%）（68.8%）

自
主
財
源

自
主
財
源

（31.2%）（31.2%）

一般会計
歳入予算

29 億
8,600 万円

依
存
財
源

依
存
財
源

利子割交付金　　　　5 万円
配当割交付金　  　　34 万円
株式等譲渡所得割交付金
　　　　　　　　　   36 万円
法人事業税交付金　 250 万円
環境性能割交付金　    80 万円
地方特例交付金 　  　   5 万円
　　　　　　　　　　（0.1％）

用 語 の 説 明

◉一般会計と特別会計
　町の会計には、一般会計と特別会
計があります。一般会計は基本的な
経費の会計、特別会計は特定の事
業を行うために区分した会計です。
◉町税
　町民の皆さんに納めていただく税
金です。町民税、固定資産税、軽自
動車税などがあります。
◉町債
　町の借金で、公共施設の建設など、
一時的に多額の費用を必要とする場
合の財源に充てられます。
◉地方交付税
　町の財政力に応じて、国から交付
されるお金です。財政力の不均衡を
なくし、一定のサービスができるよ
う、国税（所得税、法人税、酒税、
消費税、たばこ税）として国に納め
られた税金のうち、一定割合の額を
地方自治体に配分するものです。
◉国庫支出金・県支出金
　町が行う特定の事業に対して、国
や県から交付されるお金です。
◉人件費
　報酬や給与などです。
◉物件費
　委託料、旅費、消耗品費、燃料
費などの消費的な経費です。
◉維持補修費
　道路や公共施設などを維持管理
するための経費です。
◉扶助費
　高齢者、児童、心身障がい者など
に支援する経費です。
◉補助費等
　町から他の団体などに対して、特
定の目的で支払う補助金などです。
◉普通建設事業費
　道路や住宅、公共施設などの整
備のための経費です。
◉公債費
　町の借金（町債）を返済するため
のお金です。
◉積立金
　財政運営や特定の目的のために
積み立てるお金です。
◉繰出金
　一般会計から特別会計に出してい
るお金です。

主な投資的事業
SS 整備　　　　

緊急配送用ローリー購入

食鳥処理施設整備　　

ふくしま森林再生事業　

観光交流舘イベント広場整備

ケーブルテレビ放送設備更新

集会所エアコン設置（５地区）

庁舎内電話設備改修　　

町民センター空調設備改修

森林譲与税活用事業

一般会計
歳出予算

29 億
8,600 万円

人件費人件費
4 億 7,696 万円（16.0%）4 億 7,696 万円（16.0%）

扶助費扶助費
6,543 万円6,543 万円

（2.2%）（2.2%）

公債費公債費
4 億 2,000 万円4 億 2,000 万円

（14.1%）（14.1%）

普通建設事業費普通建設事業費
8 億 2,713 万円（27.7%）8 億 2,713 万円（27.7%）

物件費物件費
4 億 2,025 万円（14.1%）4 億 2,025 万円（14.1%）

維持補修費維持補修費
1 億 5,111 万円1 億 5,111 万円

（5.0%）（5.0%）

補助費等補助費等
2 億 8,638 万円2 億 8,638 万円

（9.6%）（9.6%）

積立金積立金
4,897 万円（1.6%）4,897 万円（1.6%）

繰出金　2 億 8,004 万円（9.4%）

予備費　973 万円（0.3%）

そ
の
他
の
経
費

そ
の
他
の
経
費

（40.0%）（40.0%）

投資的経費投資的経費
（27.7%）（27.7%）

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

（32.3%）（32.3%）

　

歳
入
の
44
・
５
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
、
こ
れ
ま
で
の
推
移
も
考
慮
し
10
・
８
％
増
の

13
億
３
千
万
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
県
支
出
金
に

お
い
て
は
、
食
鳥
処
理
施
設
整
備
に
充
て
る
「
歳

時
記
の
郷
・
奥
会
津
」
活
性
化
事
業
補
助
金
１
億
円
、

諸
収
入
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｓ
整
備
に
充
て
る
燃
料
供

給
に
関
す
る
計
画
に
基
づ
く
設
備
整
備
等
事
業
補

助
金
７
５
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
繰

入
金
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｓ
整
備
に
充
て
る
公
共
施

設
整
備
基
金
繰
入
金
２
億
円
、
町
債
に
お
い
て
は

食
鳥
処
理
施
設
整
備
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
設

備
更
新
、
観
光
交
流
舘
イ
ベ
ン
ト
広
場
整
備
な
ど

に
充
て
る
過
疎
対
策
事
業
債
３
億
６
５
２
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
普
通
建
設
事
業
費
の
大
幅
な

増
加
の
一
方
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て
人
件
費
5.0
％

減
、
物
件
費
0.8
％
増
、
維
持
補
修
費
4.3
％
減
、
補

助
費
等
1.7
％
減
な
ど
経
費
を
抑
え
た
予
算
と
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、移
住
体
験
ツ
ア
ー
１
０
０
万
円
、

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
費
４
０
３
万
円
、
農
業
関

係
地
域
お
こ
し
協
力
隊
９
６
０
万
円
、
農
業
産
学

官
連
携
地
場
産
品
販
路
拡
大
事
業
２
０
０
万
円
、

桐
製
品
魅
力
向
上
事
業
６
０
０
万
円
、
美
坂
高
原

星
空
活
用
事
業
１
１
８
万
円
、
只
見
線
利
活
用
事

業
５
６
２
万
円
、
台
湾
交
流
推
進
事
業
３
８
５
万

円
、
荒
屋
敷
遺
跡
出
土
品
保
存
処
理
１
５
０
万

円
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

１
０
０
万
円
（
新
設
）、
空
き
家
・
住
宅
改
修
費
等

補
助
金
１
２
６
０
万
円
、
地
区
支
援
事
業
補
助
金

５
０
０
万
円
な
ど
特
色
あ
る
事
業
費
を
計
上
し
ま

し
た
。
公
債
費
（
借
金
の
返
済
）
は
、
近
年
の
起

債
の
増
加
に
伴
い
14
・
５
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当町の財政状況（令和３年度決算）

歳
　
入

歳
　
出

令和５年度

　

令
和
５
年
度
の
町
の
一
般
会
計
と
７
つ
の

特
別
会
計
の
予
算
が
、
議
会
３
月
定
例
会

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
、

Ｓ
Ｓ
整
備
、
食
鳥
処
理
施
設
整
備
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
設
備
更
新
な
ど
の
多
額

の
事
業
費
計
上
に
よ
り
、
過
去
最
高
額
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
と
比
べ
て
総
額
は

３
億
８
６
３
０
万
円
（
14
・
９
％
）
の
増
、
普

通
建
設
事
業
費
は
３
億
６
１
９
６
万
円
（
77
・

８
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
増
に

対
応
す
る
た
め
、
歳
入
に
お
い
て
町
債
（
借

金
）
が
３
億
７
６
２
０
万
円
、
繰
入
金
が

５
億
４
８
６
２
万
円
で
、
い
ず
れ
も
昨
年
度
の

約
1.5
倍
と
な
り
ま
し
た
。
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▲ 左から矢澤町長、滝谷建設工業㈱田中智仁代表取締役
　  社長、板橋康宏取締役営業部長

　地区総会に向けての会計監査（３月12日） 本名  与四郎（西方）

　西方ふるさとセンターにおいて、地区総会に向けての「会計監査会」が行われました。監査員の北舘長一さ
んと星幸衛さんから令和４年度西方地区一般会計および特別会計報告書の収支決算と令和５年度一般会計予算

町民記者通信

まちの話題

ご寄附ありがとうございます
滝谷建設工業株式会社

　３月３日に滝谷建設工業㈱田中智仁代表取締役社長と
板橋康宏取締役営業部長が町長室へ訪れ、令和５年２月
18 日に３年振りに開催された「第 50 回雪と火のまつり」
に模擬店として出店された際の売上金を町へご寄附いた
だきました。
　開催にあたりましては、多くの方々より御協賛を頂き
ましたことあらためて御礼を申し上げます。

と特別会計予算（カタクリ・ふるさとセンター）について正しく
執行されているのか、一つ一つの項目について、会計帳簿と通帳
のチェックを受け、適正に会計が行われていることが認められま
した。その後、監査員より会計全体的な講評がありました。今後、
電気料金をはじめ、諸物価高騰がますます予想されます。予算を
圧迫することが必至の状態となり、地区行政を維持、継続するこ
とにも影響を及ぼす懸念があり、できる限りの節約をすることな
ど話し合われていました。

「地区予算　持続可能な　知恵絞る」

　ひな流し（３月４日） 菅家  敏一（高清水）

　小春日和の３月４日に、各家庭
で作られた「ひな人形」を集めて、
川に流す高清水地区の文化継承
行事である「ひな流し」が行わ
れました。いつもはひっそりとし
ている地区ですが、今年は県外
から帰省されていた方のお子さ
んが集め、協力してくださったり、
メディア取材があったりとなかな
か賑やかな一日でした。

３月13 日　三島中学校卒業式

３月 23 日　三島小学校卒業式

３月 25日　三島保育所満了式

令和４年度　三島中学校卒業生（10 名）

令和４年度　三島小学校卒業生（４名）

飯塚　楽人（西方） 佐藤　りあん（宮下）
片山　千愛（桧原） 鈴木　美乃里（宮下）
菅家　駿斗（中平） 秦　　寧　音（大石田）
熊谷　祐也（宮下） 吹上　媛　香（中平）
小松　紗佳（西方） 本名　慶　次（中平）

令和４年度　満了児（７名）

浅見　凰　花（名入） 二瓶　伸悟（西方）
石岡　健志郎（大登） 布川　芽依（宮下）

布川　琉真（宮下） 鈴木　悠斗（宮下）
佐久間　皐（中平） 鈴木　莉央（滝谷）
目黒　常悠（中平） 目黒　浩都（中平）
浅見　秀晃（名入）

希望に満ちた門出の日

まちの話題
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地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た

『
電
子
納
税

電
子
納
税
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
令
和
５
年
４
月
よ
り
、
納
付
書
に
印
刷
さ

れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
読
み
取
る
こ
と
で
町
税
の
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の

地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
金
融
機

関
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・町県民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税（種別割）・国民健康保険税

・地方税お支払いサイト
　「地方税お支払いサイト」へアクセス後、納付通知書に記載された QR コー
　ドを読み取って納付してください。
　※クレジットカード払い等が可能
　※ 24 時間・365 日利用できます。（システムメンテナンス時を除く）
　※詳細は「地方税お支払いサイトホームページ」で確認してください。
　　（URL：https://www.eltax.lta.go.jp/）

・スマートフォン決済アプリ
　アプリを起動し、納付通知書に記載された QR コードを読み取って納付して
　ください。
　※利用可能なアプリは「地方税お支払いサイトホームページ」で確認してく
　　ださい。

・金融機関窓口
　町指定金融機関以外の「地方税統一 QR コード対応金融機関」でも納付す　
　ることができます。
　※地方税統一 QR コード対応金融機関は下記のサイトでご確認ください。
　　（URL：https://www.eltax.lta.go.jp/kyoutsuunouzei/kinyukikan/ginkou/）

「地方税お支払いサイト」及び「スマートフォン決済アプリ」での納付による
留意事項

・納付期限が過ぎた納付書は QR コードによる納付ができません。
・破損、汚損などで QR コードが読み取れない場合、利用できません。
・QR コードで納付された場合、領収証書は発行されません。
・納付後、町が納付を確認できるまでに一定期間を要するため、すぐに納税証
　明書が必要な方は、金融機関窓口や役場出納室で納付してください。

納  付  方  法

対  象  税  目

ＱＲコード

お問い合わせ先
三島町役場
町民課町民係

☎ 0241（48）5555

令和５年４月より　国の出産・子育て応援交付金による

三島町出産・子育て応援ギフト事業

が開始されます
　妊婦さんや家族が安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から子育
て期までの切れ目ない支援と、出産・子育て応援ギフトによる経済的支援
を実施します。

＊ 妊娠中から子育て期にわたり継続的に支援します。
　お話を伺いながら不安を解消し、妊娠期から子育て期の見通しを立てられるよ
う相談や情報発信等の支援をします。

＊ 妊娠・出産した方に応援金 10 万円を支給します。

妊娠届時または出生後に面談し、アンケートを提出した方に、それぞれ５万円、
最大 10 万円の応援金の支給を実施します。手続きについては、妊娠届出時および
出生後の面談時にご案内いたします。

相談窓口として、

三島町子育て世代包括支援センター
を開設しています。

　　　「育児に自信がもてない」
　　　　　「子どもの発達が心配、発音が気になる」
　　　　　　　「子育てがしんどい。誰かに話を聞いてもらいたい」
　　　　　　　　　「最近子どもがなんとなく元気がないように感じる」

妊娠・出産・子育てに関する相談について、一人で悩まずに、どんな
事でもご相談ください。ちょっとしたことでも、お気軽にお立ち寄り
ください。

【お問い合わせ先】三島町役場町民課保健福祉係　☎ 0241（48）5565
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所有者よし ・入居者よし ・地域よしの三方よしで三島よしの空き家対策

三島町空き家対策
三点セット

空き家コラム
　新年度にあたり、改めて町の空き家対策事業をご紹介します。
　町では、利活用可能な物件を移住・定住希望者に紹介することや、
店舗等での活用を推進しています。また、利活用が難しい物件に関し
ては、町民皆さまの安全安心、また景観のために補助制度を利用した
解体を促しています。
　空き家対策は、一朝一夕には進まないのが現実ですが、町民の皆さ
まに制度をご理解いただき、近隣や親戚の方等の空き家所有者の方に
もぜひご周知いただけますと幸いです。

現在、令和 6 年度に改修・貸し出しをする物件を募集中です。
　町内の空き家を町が１３年間借り上げ、国・町の予算で空き家の改修工事を行い、町が管理するとと
もに、移住・定住希望者等への貸し出しを行う事業です。
　応募条件などがありますので、詳しくは下記に問い合わせください。

その１ 三島町空き家利活用モデル事業

　移住・定住の促進、集落の維持・活性化、景観保全等を目的とした補助制度があります。
　今年度より、空き家バンク登録を条件に、「空き家の家財処分費補助」が新設されました。

その３ 三島町空き家・住宅取得改修費等補助金 等

•	 条件により補助金額は変わります。
•	 補助金を受給するには、工事着手前に申請が必要となり

ます。
•	 審査によっては、対象とならない場合がありますので、

ご了承ください。
•	 解体費補助については、建築士の状態判断において「全

壊」と判断された場合には、補助金の上限が 25 万円と
なります。

•	 予算には限度があり、申請には条件がありますので、補
助金の利用をお考えの方は、お早めにご相談ください。

補助内容 補助上限額
空き家の取得・改修

【移住・定住】
最大 100 万円空き家の取得・改修

【地域活性化活動】
住宅の改修
住宅の新築 最大 150 万円

空き家の解体 最大 75 万円
【新】空き家の家財処分 最大 15 万円

年度 空き家の取得・改修
【移住・定住】

空き家の取得・改修
【地域活性化活動】 住宅の改修 住宅の新築 空き家の解体

H24 ～ R2 18 1 1 2 45
R3 2 0 0 1 7
R4 2 0 0 3 6

累計 22 1 1 6 58

◆これまでの実績◆

◆ 空き家に関して、お気軽にお問い合わせください ◆
地域政策課　地域政策係　☏（48）5533　

三島町空き家・空き地バンク
　空き家・空き地バンクとは、所有者から
情報提供を受けた物件を町のホームページ
に掲載し、町内外の空き家・空き地利用希
望者や移住希望者に紹介する制度です。不
動産会社がない当町では、物件を賃貸・売
買したい場合に有効な方法となります。

三島町空き家・
空き地バンクサイト

年度 登録件数 成約件数 うち売買数 うち賃貸数
H29 ～ R2 25 10 4 6

R3 6 2 1 1
R4 3 1 1

累計 34 13 6 7

◆これまでの実績◆

その２

　
　
工
芸
館
だ
よ
り
㉓  

～
も
の
づ
く
り
の
伝
承
～

　

４
月
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
を
再
開
し

ま
す
。
３
名
の
受
講
生
を
迎
え
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ま
と
交
流
が
出
来
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

ガ
マ
草
履
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

町
民
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座
「
ガ
マ
を
使
っ

た
草
履
つ
く
り
」
を
９
時
か
ら
16
時
ま
で

の
み
っ
ち
り
一
日
体
験
で
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
芯
と
な
る
藁
縄
に
、
材
料
と

な
る
ガ
マ
を
左
右
交
互
に
渡
し
て
い
く
作

業
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
想
像
以
上
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
初
め
て
の
方
は
１

日
で
や
っ
と
一
足
出
来
る
か
ど
う
か
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
す
。
今
回
は
芯
に
使
う
縄
作

り
は
省
略
し
ま
し
た
が
、
こ
の
藁
を
叩
い

て
柔
ら
か
く
し
て
、
縄
を
な
っ
て
…
の
作

業
を
含
め
る
と
、
ど
れ
だ
け
の
手
間
と
時

間
が
か
か
る
の
か
と
い
う
思
い
が
頭
を
め

ぐ
り
ま
す
。
昔
の
人
は
こ
れ
を
片
道
で
一

つ
履
き
潰
し
て
し
ま
う
た
め
、
さ
ら
に
帰

り
用
に
も
う
一
足
必
要
だ
っ
た
と
聞
き
ま

問
三
島
町
生
活
工
芸
館　

☎
（
48
）
５
５
０
２

-

　
み
な
さ
ん
も
作
っ
て
、
履
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
　-

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
普
段
や
り
慣
れ
な

い
作
業
に
疲
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

後
半
に
は
片
方
を
手
早
く
仕
上
げ
、
完
成

し
た
草
履
に
さ
っ
そ
く
足
を
と
お
し
て
い

ま
し
た
。
手
間
の
か
か
る
分
、
愛
着
は
ひ

と
し
お
か
と
思
い
ま
す
。

完成品完成品

制作中制作中

　

今
月
か
ら
協
力
隊
３
年
目
を
迎

え
、
任
期
が
残
り
１
年
と
な
り
少

し
ず
つ
焦
り
を
感
じ
て
き
て
い
る

今
日
こ
の
頃
。
着
任
直
後
、「
３

年
な
ん
か
あ
っ
と
い
う
間
だ
か

ら
！
」
と
担
当
職
員
の
方
か
ら
言

わ
れ
た
言
葉
が
し
み
じ
み
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
、
地
域
循
環
業
務

で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

中
心
に
森
林
資
源
の
利
活
用
や
地

球
温
暖
化
対
策
な
ど
環
境
保
全
に

係
る
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
全

く
の
未
経
験
分
野
で
、
当
初
は
勉

強
不
足
の
感
は
否
め
な
か
っ
た
で

す
が
、
そ
れ
で
も
関
係
者
の
方
々

に
色
々
と
ご
教
示
い
た
だ
き
な
が

ら
、
何
と
か
活
動
を
続
け
、
小
さ

な
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
前
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
島
町
消
防
団
や
志
津

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
誌

残
り
１
年
・
・
・

山  

本　

敬  

晴 

倉
山
の
会
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
会
津
み

し
ま
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
な

ど
で
の
活
動
、
さ
ら
に
は
、
会
津

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
で
開
催
し

て
い
る
山
学
校
な
ど
で
山
仕
事
に

つ
い
て
も
学
ぶ
な
ど
、
私
生
活
の

中
で
も
色
ん
な
方
々
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
日
々
の
積
み
重
ね

も
あ
っ
て
、
今
で
は
地
域
へ
の
愛

着
心
が
芽
生
え
、
任
期
後
の
定
住

に
つ
い
て
も
前
向
き
に
考
え
て
い

ま
す
。
仕
事
に
つ
い
て
は
、
や
っ

て
み
た
い
と
思
う
こ
と
が
色
々

あ
っ
て
、
現
時
点
で
断
言
で
き
ま

せ
ん
が
、
１
年
後
に
笑
顔
で
任
期

を
終
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
ま
で
の

方
向
性
の
中
で
、
愚
直
に
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
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町民センターゆめぽけっと
図書のご案内図書のご案内

問 公民館  ☎（48）5599

●図書の紹介●図書の紹介

荒地の家族

著：佐藤厚志

科学探偵 VS.
超・自然現象
（前編）（後編）

作：佐東みどり／石川
　　北二／木滝りま／
　　田中智章

●今月のおすすめ●今月のおすすめ

鬼　女

著：鳴海　風
「将軍家に尽くすべし」という会津藩『家

訓』や「ならぬことはならぬものです」
という『什の掟』の厳格な教え。藩主
のために命を捨てろと、心を鬼にして
我が子を戦いに送り出す母。会津に生
きた母と息子の強い絆と鎮魂の物語。

●利用時間　　　　　　　　　　●お休み
　㊊～㊎　午前９時～午後９時　　年末年始
　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時

マインクラフトで
楽しく学べる！

地球のひみつ大図鑑
監修：左巻健男

著：マイクラ職人組合

健康で元気な毎日！
vol.78

町民課保健福祉係　☎４８－５５６５

太る原因に

『異性化糖』 があります！

※異性化糖とは？
　砂糖はサトウキビやてん菜を絞って、精製して粉末にしたもの。異性化糖は人工的に甘く作
られた液体であり、清涼飲料や冷菓、調味料などの様々な商品に使われています。

清涼飲料 サイダー、イオン飲料、炭酸飲料、ジュースなど
乳酸菌飲料 飲むヨーグルトなど

冷菓 ゼリー、氷菓など

例　●品　　名：清涼飲料水
　　●原材料名：果糖ぶどう糖液糖、
　　　　　　　　クエン酸、香料

　食品の原材料を見ると「異性化糖」とは書かれていなく、以下のように書かれていることが多いです。

果糖ぶどう糖液糖　　ぶどう糖果糖液糖　　高果糖液糖　　異性化液糖

※異性化糖の代謝
　体に入った異性化糖はエネルギーとして使われず、エネルギー貯蓄として中性脂肪に変わり、体に脂
肪を蓄え太りやすくなります。
　異性化糖の入っている食品を家計調査で調べると、福島県で多く摂っている食品は…

炭酸飲料、スポーツドリンク、乳酸菌飲料、乳飲料（カフェオレなど）、アイスクリームやシャーベッ
ト、ビスケット（クッキー、栄養調整食品など）、つゆ・たれ（おでんの素、昆布つゆ、味ポン酢など）

　気づかないうちに異性化糖を習慣的にとっていませんか？脳の変調が起こ
り、食欲のコントロールをしにくくしているかも⁉
　詳しく知りたい方は、保健師・栄養士にお尋ねください。

町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第87回

「
河
越
卿
家
文
書
」

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎（
52
）２
１
６
５

　

桑
原
の
故
・
河
越
卿さ
と

家
は
代
々
の

名
主
の
家
系
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
近

世
（
安
土
桃
山
時
代
～
江
戸
時
代
）

か
ら
明
治
期
ま
で
の
古
文
書
が
多
数

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
古
文
書
群

は
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
そ
の
古
文
書
は
「
河
越

卿
家
文
書
」
と
し
て
福
島
県
歴
史
資

料
館
に
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
資
料
館

に
お
い
て
そ
の
整
理
、
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
三
月
、
公
益
財
団
法
人

福
島
県
文
化
振
興
財
団
か
ら
『
福
島

県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
』
第

53
集
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は「
河
越
卿
家
文
書
」の（
そ
の
三
）

で
あ
り
、
第
９
集
〈
昭
和
五
十
五
年

刊
行
〉
の
（
そ
の
一
）、
第
37
集
〈
平

成
十
八
年
刊
行
〉
の
（
そ
の
二
）
の

続
刊
と
な
り
ま
す
。
目
録
と
し
て
整

理
さ
れ
た
資
料
は
（
そ
の
一
）
で
近

世
九
四
六
点　

明
治
期
六
二
二
点
、

（
そ
の
二
）
で
明
治
期
四
八
〇
点
、（
そ

の
三
）
で
明
治
期
一
二
二
八
点
で
す
。

こ
れ
だ
け
の
点
数
が
整
理
さ
れ
て
い

て
も
、
未
整
理
の
も
の
が
ま
だ
多
く

あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
一
月
七
日
～
三
月

二
十
六
日
に
か
け
て
福
島
県
歴
史
資

料
館
に
お
い
て
『
新
公
開
史
料
展
』

が
開
催
さ
れ
、「
河
越
卿
家
文
書
」（
そ

の
三
）
と
し
て
整
理
さ
れ
た
古
文
書

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
三
月
十
六
日

に
は
公
民
館
で
見
学
会
を
実
施
し
、

町
民
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
文

化
振
興
財
団
鈴
木
淳
一
理
事
長
の
見

学
御
礼
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
整
理
さ

れ
読
み
解
か
れ
た
新
た
な
資
料
を
、

福
島
県
歴
史
資
料
館
学
芸
員
・
山
田

英
明
氏
に
よ
る
解
説
を
聞
き
な
が
ら

見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
河
越
卿
家
文
書
」
は
『
三

島
町
史
』
を
編
さ
ん
す
る
上
で
も
欠

か
せ
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
第

一
冊
目
の
資
料
編
「
近
世
」、
第
二
冊

目
の
資
料
編
「
近
現
代
」
に
お
い
て

も
多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
三
島
町
史
編
さ
ん
室
）

▲  福島県歴史資料館『新公開史料展』を山田英明学芸員の解説を聞きながら見学する参加者

『
三
島
町
史
』
資
料
編

「
近
現
代
」　

を
発
刊
し
ま
し
た

　

現
在
、
編
さ
ん
事
業
を
行
っ
て
い
る
『
三
島
町
史
』

の
第
二
冊
目
と
な
る
資
料
編
「
近
現
代
」
を
発
刊
し

ま
し
た
。
本
巻
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
近
代

百
二
十
年
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
主
要
資
料

八
三
四
点
を
解
読
し
掲
載
、
す
べ
て
の
資
料
に
解
説

を
つ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
簿
編
で
は
歴
代
の
町

村
長
や
議
員
、
統
計
編
で
は
明
治
か
ら
昭
和
の
各
種

統
計
を
表
に
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
教
育
委
員
会
と
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
に

お
い
て
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
手
に
取
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

規格　Ａ５判
装丁　布クロスビニール・箱入り
頁数　約 1,330 ページ
内容　カラー口絵、第一編　明治前期、第二編
　　　明治後期、第三編　大正期、第四編　昭
　　　和前期、第五編　昭和中期、第六編　昭
　　　和後期、解説、名簿編、統計編

町　民　4,200 円
町民外　6,000 円

【体　　裁】

【販売価格】
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【　地域おこし協力隊　山
やまもとたかはる

本敬晴　】

　前回は、木質バイオマスエネルギーの話題を提供しましたが、「三島町ゼロカーボンビジョン」では、その
他にも太陽光発電と小水力発電といった再エネ設備の導入・拡大を目指しています。そこで、令和５年度より「三
島町住宅用太陽光発電システム設置費補助金」を新設しましたので、今回、そちらの内容と三島町で太陽光発
電システムを設置した場合の試算をまとめてみました。なお、本補助金の要綱や提出書類などの具体的な内容
は、町ホームページをご覧ください。

地域循環コラム　第 10 回
～ 三島町で住宅用太陽光発電システム設置しよう！ ～

◆「三島町住宅用太陽光発電システム設置費補助金」について◆「三島町住宅用太陽光発電システム設置費補助金」について
　町内にお住まいの方、又は住む予定の方が、自ら居住する住宅の屋根等に設置する太陽光発電設備（未使用
品）に対して、町独自で 1kW あたり 6 万円（上限 4kW 24 万円）1kW あたり 6 万円（上限 4kW 24 万円）を補助します。福島県の住宅用太陽光発電
補助制度（1kW あたり 4 万円、上限 4kW 16 万円）との併用も可能で、最大で 40 万円最大で 40 万円の補助を受けられる
ようになりました。

　続いて、三島町における住宅用太陽光発電システムの発電量ですが、宮下地区の若者単身者用住宅にある
太陽光発電設備（1kW あたり）の各月（H30 ～ R2 の平均）の発電量（kWh）を基に見ていきましょう。

◆ 三島町での太陽光発電量◆ 三島町での太陽光発電量

◆ 設備設置の費用感◆ 設備設置の費用感
　経済産業省の定期報告データ（2021 年度）では、既設住宅への対象システム設置費用は約 30.2 万円 /kW。
新築住宅では約 28.0 万円 /kW の費用とされています。仮に既設住宅に補助上限である 4kW の設備を設置し
た場合、120.8 万円程※となります。これに本補助金を活用すると 96.8 万円、さらに県の補助金を併用する
と 80.8 万円程の設置費用が想定されます。※ 設置費用は条件によって変わります。

◆ 試算結果◆ 試算結果
　さて、これらの情報を基に４kWの太陽光発電設備を設置して、20年間運転した場合を試算しました。今回は、
発電した電気を自家消費し、余剰分を東北電力に売電する場合の「ケース１」「ケース１」と、最初の 10 年間を固定買取
制度（FIT）で売電し、残り 10 年を自家消費と余剰売電に切り替えた場合の「ケース２」「ケース２」で試算しています。
　なお、自家消費率を全国平均である 30％とし、残り 70％を余剰売電としています。売電単価は、自家消費
だと 1kWh あたり 27 円、余剰売電は 9 円、FIT は 16 円としています。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
33 26 39 65 119 140 117 115 127 86 80 63

1kWあたりの平均（H30～R2）発電量（kWh）
　太陽光発電設備（1kW あたり）の年間発電量は 1008kWh。仮に若者単身者用と同様の条件下で 4kW の設
備を設置すると年間発電量は 4032kWh となります。ちなみに太陽光パネルは法定耐用年数 17 年ですが、実
際の耐用年数は 20 ～ 30 年とされています。ただし、経年劣化率が 0.27％ / 年とされており、発電効率は毎
年 0.5％程度低下するとも言われています。設置の際は、その点も留意しましょう。

　　「ケース１」では、約 19 万円「ケース１」では、約 19 万円。「ケース２」では、約 25.3 万円「ケース２」では、約 25.3 万円と 20 年間の収支はいずれも黒字ですと 20 年間の収支はいずれも黒字です。
　太陽光発電の利用者が、通常では赤字になる場合でも、本補助金によって経済的に優位に働く結果となっ
たことは良かったと感じています。ただ、今回の試算で用いた若者単身者用住宅の発電設備が南側に面して
いるなど条件が良かったこともあります。設備の位置やパネルの素材などの条件によって、設備費用や発電
量が変わりますので、あくまでも参考程度にしてください。

　Ⓐ　 売電額
　    （自家消費）

　Ⓑ　売電額
　　 （余剰売電）

　Ⓒ　売電額
　　    （FIT）

  Ⓓ   設置費用
   （補助金適用含む）

  Ⓔ   定期点検
    （2.2万円×５回）

20年間の収支
（Ⓐ+Ⓑ+Ⓒ）－（Ⓓ+Ⓔ）

ケース１ 623,069  円 484,609  円 - 808,000 円 110,000 円 189,678  円
ケース２ 303,728  円 236,233  円 630,797  円 808,000 円 110,000 円 252,758  円

ふれっく環境研だより

研究所で作ったゼロカーボン漫画

第 57 回

問国立環境研究所福島地域協働研究拠点　
　 地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

〈筆者〉常盤  達彦（ときわ   たつひこ）

　三島地の皆様こんにちは。今回は国立環境研
究所福島拠点で行っているアウトリーチ活動の
ひとつである、ゼロカーボンをテーマにした漫
画制作についてご紹介します。
　「中虎町役場政策企画課ゼロカーボン推進係！
～ゼロ係～」というタイトルのこの漫画は、中
虎町という架空の町にある町役場が舞台となっ
ており、役場職員である主人公たちがゼロカー
ボンビジョンの策定を目指すお話しとなってい
ます。
　この漫画は福島拠点の地域環境創生研究室の
五味室長の監修のもと、ストーリーから作画ま
で広報を担当する研究所の職員によって作られ
ています。

　今回紹介した漫画のストーリーを考えているのは
実は常盤だったりします ( 笑 ) 分かりやすさは勿論
のこと、少しでも面白いと思ってもらえていたら嬉
しいです！

がら、「ビジョン策定」をするために必要な取り
組みについて、若干のユーモアを取り入れなが
らお話しが展開していきます。

（※写真 1　ゼロカーボンについて解説するシーン）

　もともと五味室長らの研究チームが、ゼロカー
ボン社会をめざす地方自治体が具体的な目標を
立て、行動計画を策定するための参考として『地
域における「脱炭素社会ビジョン」策定の手順』
というマニュアルを作成しており、それらの内
容を簡単にわかりやすくお伝えする方法を探し
ていたところ、地域協働推進室のスタッフが漫
画を書けることが分かったことから始まった取
組になります。
　ゼロカーボン社会とはそもそもどういったも
のなのか、といった基礎的なお話しを踏まえな

（※写真 2　巻末にはイラスト付きの用語解説も）

　漫画の最後にはストーリーには入りきらな
かった専門的なお話しをコラムとして掲載して
おり、基本的な知識に加えて、専門用語の解説、
ゼロカーボン社会に向けた考え方についてなど、
わかりやすく説明しています。
　この漫画は福島拠点のホームページ「FRECC+」
で誰でも閲覧することが可能ですので、ぜひア
クセスしてみてください。
　こちらの漫画は全３話で構成されており、続
きとなる第 2 話は 2023 年春頃に公開する予定で
すので、乞うご期待です！

（『国立環境研究所福島拠点 HP「FRECC+」』
https://www.nies.go.jp/fukushima/magazine/
comic/zerocarboncomic01.html#）

2023.4広報みしま 1617 広報みしま 2023.4



消 防 署 か ら の お 知 ら せ

会 津 坂 下 警 察 署 か ら の お 知 ら せ宮 下 病 院 か ら の お 知 ら せ社  会  福  祉  協  議  会  よ  り 

 問社会福祉協議会　☎（52）3344

　
　

Inform
ation

ゴミの処分はルールを守ろう！

問会津坂下警察署警務係　☎ 0242（83）3451

◆廃棄物の焼却禁止

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下廃掃法）では、

・各種廃棄物の処理基準に従って行う廃棄物の焼却

・他の法令又はこれに基づく処分により行う廃棄物の焼却

・公益上もしくは社会の習慣上やむを得ない廃棄物の焼却

　又は周辺地域の生活環境に与える影響が軽微である廃

　棄物の焼却として政令で定めるものを除いて、廃棄物

　を焼却することを禁止しています。

◆罰則

　廃掃法を守らないと、５年以下の懲役若しくは 1,000

万円以下の罰金、またはその両方の処罰を受けることに

なります。また、企業などの法人が違反した場合の処罰

は３億円以下の罰金となります。

令和５年　全国山火事予防統一標語

外来看護師からのお知らせ

　令和５年５月８日より、新型コロナウイルスが感染
症法上の第５類になるというニュースがありました。
新型コロナウイルスに対する保健所からの対応も頻繁
に変わっており、また、今年はインフルエンザも流行
しています。そこで住民の皆様にお願いです。熱や風
邪症状があるとき、コロナウイルスやインフルエンザ
に感染したのではないかと不安なときは、直接病院に
来られるのではなく、まずは病院にお電話ください。
そこで今後どのような対応をすればよいかお伝えい
たします。またその他病気の症状等に関するご相談も
受け付けておりますのでお気軽にお問い合わせくださ
い。

県立宮下病院　外来看護師　歌川  恵美子

問会津坂下消防署　三島出張所  
☎     （52）3032 ／ FAX（52）3033

山火事に注意しましょう！

「火の確認　山を愛する　あなたのマナー」

空気が乾燥し、強風が吹く
気象現象が発生します！！

山火事は一旦発生すると、その消火は容易ではなく、
一瞬にして貴重な森林を焼失するとともに、その回
復には長い年月と多くの労力を要します。

◆山火事や事故を防ぐために、
次のことに注意しましょう。

・たばこのポイ捨てはせず、決められた場所で
　喫煙する！

・火気を使用せざるを得ない場合は、消火用の
　水等を必ず用意！

・強風時や乾燥時に、たき火・火入れをしない！

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

ＳＴＯＰ！ゴミの焼却‼

　この法律は、元々は伝染病の蔓延を防止するための「汚

物掃除法」という法律が基になっています。そこから高

度経済成長期の大量廃棄によるゴミ問題などを経て、現

在の「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に変わって

いきました。

　この廃掃法は、ゴミの排出を抑制したり、リサイクル

できる廃棄物を適切に回収することで、みんなの生活環

境を清潔にすることや環境を保全することを目的にして

います。

焼却禁止に含まれないもの
　廃掃法の焼却禁止から除外されるものの例として、農

業を営む方が稲わらを焼却する場合や、歳の神などの地

域行事によるしめ縄や門松の焼却、たき火やキャンプ

ファイヤー等を行う際の木くずの焼却などがあります。

　しかし、これらに該当する場合であっても、ビニール

等の他の廃棄物を一緒に焼却した場合には、廃掃法違反

に該当します。

　また、火をつける際には、いつでも火を消せるように

消火の準備を事前に整えておき、いつでも火を消せるよ

うに燃えている間は火から目を離さないようにしましょ

う。近所の人の迷惑にならないよう時間帯や風向きなど

にも十分注意しましょう。

町の人口と世帯（３月１日現在）

町　か　ら　お　知　ら　せ

４月分納税のご案内
【納期限　５月１日㊊】

▼  固定資産税（第１期）

▼  軽自動車税（第１期）
忘れずに納付してください。

 問町民課  町民係  ☎（48）5555

　
　

Inform
ation

※住民基本台帳による数値です。増減数は前月との比
　較、出生・死亡・転入・転出は前月 1 カ月間に届出
　のあった人数です。

人口 1,404

増
減
数

-8 出生 0

男 710 -5 死亡 3

女 694 -3 転入 1

世帯 693 0 転出 6

川井友愛サロン

４月 10 日㊊
午前 10 時から
川井集会所

大登サロン

４月 10 日㊊
午後１時 30 分から
大登生活改善センター

桧原はつらつクラブ

４月 11 日㊋
午前 10 時から
桧原集会所

高清水・小山いきいき
サロン

４月 13 日㊍
午前 10 時から
高清水集会所

サロンなごみ

４月 13 日㊍
午前 10 時から
西方ふるさとセンター

ひわまりサロン

４月 14 日㊎
午前 10 時から
町民センター

間方いきいきクラブ

４月 17 日㊊
午前 10 時から
間方集会所

※新型コロナウイルスの感
　染状況により中止する場
　合もございますので、ご
　了承ください。

サロンないり

４月 24 日㊊
午前 10 時から
名入集会所

滝谷和楽塾

４月 25 日㊋
午前 10 時から
滝谷集会所

ほがらかサロン

４月 25 日㊋
午前 10 時から
森の校舎カタクリ

川井友愛サロン

５月１日㊊
午前 10 時から
町営グラウンド

桧原はつらつクラブ

５月９日㊋
午前 10 時から
桧原集会所

間方いきいきクラブ

５月 12 日㊎
午前 10 時から
間方集会所

ご寄附ありがとうございました（２月分）

一般の寄附
渡　邉　隆　夫　様（京　都　府）

ふるさと納税
吉　澤　ひ　で　様（茨　城　県）
Wood　Robert　様（会津若松市）
新　田　美智子　様（会津若松市）
宮　本　　茂　　様（千　葉　県）

他３件　　　　

　三島町ケーブルテレビ　三島通信
で健康教室を放送中です。
　4 月のテーマは「花粉症対策」です。
ぜひご覧ください。

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

愛 ば ん し ょ 外 来 か ら の お 知 ら せ

東北電力㈱　会津若松支社

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

目　黒　民　一　様（滝　谷）

（一般のご寄附）

お悔み申し上げます

目　黒　チヨ子　様（95 才・滝　谷）
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桐の里2023
ウォーク

◆定　　員　500 名（先着順、定員になり次第締切）◆定　　員　500 名（先着順、定員になり次第締切）
◆参加資格　コースを完歩できる健康な方◆参加資格　コースを完歩できる健康な方
　　　　　　※小学３年生以下は保護者同伴　　　　　　※小学３年生以下は保護者同伴
◆参 加 料   大人　　　　　　　　  500 円◆参 加 料   大人　　　　　　　　  500 円
　　　　　　子ども（中学生以下）　300 円　　　　　　子ども（中学生以下）　300 円
　　　　　　未就学児　　　　　　  無　料　　　　　　未就学児　　　　　　  無　料
◆申込期限　令和５年４月 28 日㊎ 17：00 まで◆申込期限　令和５年４月 28 日㊎ 17：00 まで
◆申込方法◆申込方法
　往復はがき・メールにて受付　往復はがき・メールにて受付
　【記載事項】参加者全員の氏名、住所、年齢、電　【記載事項】参加者全員の氏名、住所、年齢、電
　　　　　　   話番号、交通手段　　　　　　   話番号、交通手段
◆申込み先　◆申込み先　
　〒 969-7511　三島町大字宮下字宮下 350 番地　〒 969-7511　三島町大字宮下字宮下 350 番地
　三島町教育委員会「桐の里ウォーク」実行委員会　三島町教育委員会「桐の里ウォーク」実行委員会
　メール：kyouiku@town.mishima.fukushima.jp　　メール：kyouiku@town.mishima.fukushima.jp　
◆問合せ先　三島町教育委員会 ☎ 0241（48）5599◆問合せ先　三島町教育委員会 ☎ 0241（48）5599

開催決定

参加者大募集！
令和５年５月13日㊏

【主　催】　三島町／三島町教育委員会「桐の里ウォーク」実行委員会【主　催】　三島町／三島町教育委員会「桐の里ウォーク」実行委員会
【共　催】　三島町ウォーキングクラブ／三島町公民館／三島町体育協会／三島町スポーツ推進委員会【共　催】　三島町ウォーキングクラブ／三島町公民館／三島町体育協会／三島町スポーツ推進委員会

『三島の縄文展～数千年前のものづくり』 が開催されました

　令和５年２月４日から３月５日まで、三島町の縄文時代の遺物を 300 点以上、また本年度製作した
国指定重要文化財『福島県荒屋敷遺跡出土品』の複製品や編み籠の復元品を展示した企画展が、交流
センター山びこにおいて開催されました。期間中は町内外から多くの方が来館されたほか、三島小学
校３～６年生の児童、三島中学校１～３年生の生徒も、当町の縄文時代を学びに訪れました。

三島町内約８㎞コース

豪華景品が当たるお楽しみ抽選会

完歩証 記念バッジ がもらえる

町内の美味しいものが味わえるよ！
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